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活発化する在住外国人たちの活動

～支援の受け手から、自らメ ッセージを発信する側へ～

日本に住む外国人は、 1994年末の外国人昼録者数が約135万人、その他オーパーステイなどの滞在者を合わせると160
万人を超えるようになったといわれる。彼らは、留学生や労働者、 国際結婚、 定住難民などさまざまな形で、住民とし

て生活している。近年、目立っているのが、外国人自らがコミュニティやグルーブを作り、同胞や祖国への支援、文化

紹介、行政への働きかけなどを行う積極的な活動だ。今回は、関西における外国人のグルーブや活動にスポットをあて、

今の日本の社会に何が問われているのかを考えてみたい。

「在住外国人/―内な1る国際化を

考{多」ん足
大阪でのAPECllll催に先立ち、 ll月

1日、関西任住の外国人7人が「APE

Cに向けた在n外国人からの市民レベル
での提言趣意笞」を外務省と大阪府に提

出した。提言の発起人は、台湾出身で中

国語の電話相談「関西生命線Jの代表を

つとめる伊藤みどりさん。伊藤さんは、

APECを機に、在住外国人の立場か

ら、日本仕会に対する望みや期待を具体

的に提案していこうと考え、自分と同じ

ように大阪で生活している中国やクイ、

香漉、フィリピン、台湾、シンガポー

ル、韓国出身の7人に呼びかけ、今回の

行動へとつなげていった．

過意書をまとめるミーティングの際に

は、会仕貝や主婦、大学講師、料理店経

労名などさまざまな顔ぶれのメンパー

が、それぞれの立場、経験から具体的な

内容を提案．毎回熱心に議論を阻ね、 趣

意西には、外国人の就職や参政裕、教科

の問題などを盛り込んだ。

さらに、 このメンパーが中心となっ

て、 r在日外国人・内なる国際化を考え
る会Jを発足させた。今後、地域社会か

ら、足元からの国際化をすすめていくた

めに、定期的な学習会やフォーラムの開

催、ニューズレクーの発行などを行う子

定だ．

教室でインドネシアからの科学生が民

族楽器 fァンクロンJを子どもたちに見

せると、兄恨れない楽器を手にして、上

下、左右に阪るなど子

どもたちは好奇心で

いっぱいになる。

学校で、外国人に自

国の文化や人々の経ら

しを紹介してもらい、

各国への親しみや理糾

を深める 「国『，1理解教

育）のワンシーンだ。

r (±日インドネシアHI

学生会）＄阪支部Jのメ

ンパーが、捐師として

中字生と民簾棗鰭のアンクロンを演奏するインドネシアからの留学生 教）Hに立つようになっ
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鋼宣筋パレードに出濱する「インドネシア留零

生会）のほさん

て7年以上になる。

1司会では、 このほかに、民族料理や欝

踊の披露を通しての文化紹介など、日木

人との交流が可能な出所へは積極的に足

を運び、インドネシア理解につとめる。

今年の2月には、メンパー有志が阪神大

貨災の被災名を励ますコンサートに出

演。秋に開局された多言栢FM「CO・

CO・ LO」ではボランティアスクッフ

として新蹟したり、アジア ・フェスチィ

バル、御堂筋パレードヘの参加とメン

パーは多忙な日々を送る。もちろん、イ

ンドネシアからの来究や新しく来Rする

留学生のtit話、相談などとチームワーク

もしW ．ヽ

さらに2年前は、経済的な理由で義務

教育が受けられない祖国の子どもたちへ

の教fi支援の資金づくりとして、 「イン
ドネシアの町 と銘打った催しを開催．

収益金で帰国した元ffi学生と連携しなが

ら、 「出親甜度」を発足させ、これまで

30人以上の子どもたちを支援してきた．

現在の！~I支部の代表は、 大阪府立大学



大勢参加し、主催者催lも反応

の大きさに楚いた。また、在

住のスリランカ人が増えてき

たこともあり、 「関西スリラ

ンカ人会Jも結成された。

のディディク・ブルワディさん。勉学の

合間をぬいながら、交渉の窓口となり、

約切人のメンバーのスケジュールを調整

する。 Iィンドネシアのことを知ること

ができてよかった、と恩ってもらうよう

な活動をしたい。そして、インドネシア

が抱えているさまざまな問題に一緒に取

り組めるような関係を築けるようになり

たいJとデイディクさん。

チャンドララールさんは

ra本のマスコミは、スリラ
ンカを伝えるときに、民族紛

争のようなセンセーショナル

なものだけを減すため、偏っ
民躾賃騒を被露する 「奈良マブハイコミュニティJのメンパー

「平和」なスリランカを願って
／ 

rスリランカにとって今、 最も必要な
ものは平和。そのためのひとつのステッ

プとして、スリランカ人とH本人が一緒

に学び、話し合う場をつくっていきた

いJ. 「サーマランカ協会1の代表をつ

とめるスリランカ人のディリィープ ・

チャンドララールさんは会の目的をこう

語る。

チャンドララールさんは、沖戸大学の

留学生だった1985年にHI戸に「スリラン

カ・カルチャーセンクー1を、 87年に大

阪に rシンハラ話教宅1を問設し、スリ

ランカ勉強会を地道1こ絞けてきた。受講

者も壻えてきたこともあり、より充実し

た活動をめざして2つの会が基になり、

IIi;lFl2月に「サーマランカ協会1が誕生

した。

シンハラ話で fサーマJは f平和1、

「ランカjは「スリランカ」を意味し、

祖国で絞く民族彰)'(>がなくなる日を苓み

て、また、木当のスリランカの姿を13*

の人に理鮒してもらうおうと、この名前

がつけられた．

l司会でば、従来の話学教当のほか、講

浜会や映画硯双会、討論会、交流会、ス

リランカヘのスタディツアーなど多彩な

枡動を実施。夏の交汝会には、会のこと

をnコミで間いたというスリランカ人が

たイメージを植えつけてしまうのではJ

とマスコミの与える悪影唇について厄倶

する． 「設91や偏見を取り払うために

も、ぜひ、スリランカ人と直接話し、可

能であれば、スリランカを訪ね、 g分の

Hで見て、感じて、考えてほしい」と強

調する．

1.I本人と結妍し、現在は豊中市に住む

チャンドララールさん。小学生の子ども

さんのPTAや子ども会活動には進んで

参加し、生括する地域での人々とのつな

がりを大切にする．

r外国人との交流を特別なものにしな
いで、近所に住んでいる外閃人と B常の

中で依して、疑問に思ったことは索00:1こ
闊けるような関係をつくっていけばいい

のではJ.稔やかなCl調から終始メッ

セージが伝わってくる。

フィリビン人としtの舅りをもっために

戦後50年にあたる今年の8月6日、奈

良在9とのフィ リビン人女性のグループ

「奈良マプハイコミュニティJが、日本

人と共に戦前．戦後を考えるフォーラム

r伽 thoOccasion of P<>SL冑orldWarn 
50th Ani vcrs●ry（蝦後50悶年にあたっ

て） Jを依良市でOIl椛した。祀9れ映画

f教えられなかった敏争ーフィ リピン

記の上映やメンバーによる民族布楽 ・

褥踊の紹介、これからの両国の

関係について語り合われた．

同会の代表は、日本人と結婚

し、奈良に住むようになったヒ・

アニストの松島カルメンシタさ

ん。クリスチャンであるカルメ

ンシクさんが教会の神父さんに

「10人のフィリヒン人を集める

ことができたら、英詰とクガロ

グ話のミサを行うJという約束

をとりつけ、ミサのメンパーを

イペンドでスリランカの歌を歌うメンパーたち 集めたことがきっかけで、 1991

年に会が結成された。

「私たちの活動が13木人のフィリピン

への偏見をとりはらい、理解を深めてい

くのと伺時に、フィリピン人自身が自m
文化に対して誇りを持てるようになれ

ば。もちろん、母国栢で忠いきり栢り合

える場ですJ.

会員は約30家族． 60人。関西各地で

フィリビンの音楽や冥踊、料理の紹介を

はじめ、フィリビンからの来賓が日本を

訪れた際の歓迎会、 H本で生まれがった

メンバーの子どもたちへのフィリピンの

文化の伝逹など、幅広い活動を行ってい

る。 II月には日本のODA開発によって

立ち退きが迫られている町のテルマ ・マ

ラナン町長を奈良に招き、学習会を開催

した．

r店動を通して、たくさんの友人がで
き、フィ リピンのことを理解してくれる

人も増え、 13木とフィリビンが近い国に

なってきたことが大きな成果。日本人は

フィリピンだけでなく 、他の国々に対し

ても、積極的に近づいていってほしい」

とカルメンシクさん。

祖国に向けてのさまざまな支援活動

祖国を陽れ、日本で生活する人々が、

自分が生まれ育った国の戦争や崩藪、病

気で苦しむ子どもたちの状況を知ったと

き、悲痛な思いがするのでばないだろう

か．

大阪市に住む南アフリカ出身のトーマ

ス・カンサさんは、 ll月末に祖国の陵苔

を持つ子どもたちに向けて、クリスマス

プレゼントを船荷で積み出す。

カンサさんば 5年前から南アフリカ

ヘ車イスや松梨杖、文具、ミシンなどを

数向にわたり贈っている。送料などの費

Illは、寄付やパザーの収益、カンサさん

自身が学校や公民館などで岱荻した紺

礼、自作の討集の充上合から稔出し、民
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主化が進められようとしている祖国への

支援活動を続ける。

また、スロバキア出身で、泉大沐市に

住む的羽エヴァさんは、4年前から、祖

国の銘品であるポヘミアングラスやアク

セサリー、絵画などのチャリティー屈示

JllJ売を行い、収益金を医薬品代として祖

国に開る活動を続けている。 1991年に分

隙独立したスロバキア国では、区療や福

祉関係の予算が激減し、病院では医薬品

が大幅に不足。満足に治根を受けられな

い1・どもたちが命を失っていることに心

を痛めて、沿動を思い立った。

フィリビン ・ネグロス品出Bで宝塚市
に住む辻野ナオミさんは、 1987年に「ネ

グロス教育里親述動 ・宝塚会」を発足

し、 4II同の子どもたちへの教育支援を続

ける。当初は．同島で飢えや祈気に苦し

む大勢の子どもたちがいる話しをllllき、

古沿や学用品を送っていたが、モノを送

るだけでなく 、自立できる道を支援しよ

う •と思い、教育支援を開始した。これま

でに学費の援助、学校や茶豚出などの社

設を行っており、教行を支える里親は、

北海道から九州まで、約1000人を超え

る。今は、 10月末にネグロス島周辺を

襲った台風の被災者への支援活動を呼び

かけている．

「H本にいる自分ができることは

一l。さまざまな国の出身行が、関西各

地で祖国のために奔走している。

中国人の心の支えとなって

中国焔国名．とその家族．留学生、国際

結婚をした人など． n木には20ガ人以．t．
の中国、台湾出身の人々が(1'んでおり、

その数は、年々増え統けている。

台沿出身の伊藤みどり（巾国名：梁岱

王）さんが． 中困語のいのちの電話 「関

西生命線Jを開設して来月で5因年を迎

える。 18年前に日本人と結婚した伊藤さ

んは、来日した際に臼業や生活習慣など

の違いにとまどい、苦労した。その経験

から、子f:iてが一段浴した時、同飽のた

めに自分が力になれることはないかと考

え、北京語と台湾語で電話相談ができる

「関西生命線Jを開設した．

開設以来、相萩は年間300~400件にも

のぽり、国際結婚をした嫁と姑の関係、

在留浴格、日業や生活習慣の違いからく

るストレスなど、相談内容は多岐にわた
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り、日本人からの相談も多

い。 朽院へのつきそいや、

場合によっては弁設士を紹

介して、裁判にもちこむ

ケースもある。

屯話相談以外にも、故郊

を思う中国や台湾の人々を

励ますために、毎年 f大み

そか水餃子、火鍋大会Jや

----

「（中秋の名月、お月見大

会」を開催したり、 f夏休

み中国帰国児童 • 生徒交流

の集いJを開き、 n本に来
て間がない中国帰国児派の 『関匹生命繍」主饉の大震災訳，，，生・留学生を動ます会

ために心のふれあいやわかち合いの場を

提供し、日本での生活に自信をつけても

らっている。

さらには、弁当の習慣のない中国人の

母親たちが子どもの弁当を作るときの参

考になる 「外国人向けのお弁当講習会」

を開く。常日頃、細やかに相談を受けて

いるからこそ思いつく企画ばかり。震災

の時は、被災地内にいる留学生を励ます

会や炊出しを行い、心細く避難生活を送

る留学生を元気づけた。運営は全てポラ

ンティアによるものだ．

r文化や習慣の迎った国で経らす以
上、外国人も努力しなければならない。

けれど、受け入れる側も、同じ人間とし

て、外国人に対する優しさを持ってほし

いJ．訴りかけるようなやさしい口訓か

らは、信念の強さが感じられる。 12月16

Hには阿倍9軍民ホールで、設立5周年

の記念フォーラム 「感割の集いJを開催

する。

お互いがiilliiilのある交流をめざして

1990年の入国管理法の改正で日系人の

三世までの就労制限がなくなったため、

90年代に入ると、南米から働きに来る人

が念団。1994年末の外国人登録者数で

は、南米からの登録れが20万3840人と89

年末に比べて約9.1倍になった。

外凶人に「rll鍬的Jといわれる日本で

の労慟と生活は決して楽なものではなく

、会社や仲介業者、学校、地城で日系人

労（約者とのさまざまな i、ラプルが発生し

た．そこで、親駐的な交流の組微ではな

く、日本で生活していく上で問俎が起こ

らないようにするにはどうすればよい

か、問題に対してどう対処していけばよ

いのかについてアドパイスしたり、一緒

1こ問題解決する組織として、 「CASS

A＝南米交流協力会」が93年に大阪で兌

足した．

ところが、南米からの労働者の多く

は、短期滞在で、お金を貯めることを目

的としている人が多く、自分の生活が精

一杯。時間が不規則な仕事についている

人が多いため、ミーティングの時間も思

うようにとれないうえに、帰国や転駁な

どで頻繁に人が移り変わり、固定したス

クッフでの活動が継続しにくい。現在

は、今年の6月に 「CASSAJの代表

を引き継いだプラジル出身のオウラ ・セ

ルソさんが、仙々に相談を受け、ケース

に応じた機関や人を紹介する仲介役にな

り、問題を解決している。外国人労働者

が自ら組描を作り、継絞させることがい

かに困難なことかがわかる。

内容がわからないまま日本語の契約匹

にサインをしてしまった、仕事上の事故

で経我をしても労災と認めてもらえない

など、日本社会が日系人労働者を受け入

れて5年になるにもかかわらず、オウラ

さんによせられる トラプルは相変わらず

後を絶たない。それどころか、 不況が綬

く現在は、 トラプルの解決よりも琺を失

わないようにすることが先決と、雇用者

との交渉をあきらめることすらあるとし

う。

「外国人だから、可哀そうだから、

をさしのぺるのでなく、対筍な人間岡

として日本人と向かい合いたい。日本

も1Ii米人も、違うから腺味を持つので
なく、 一対一の人間として交流を深め

いくことができたらいいのでは。南米I

もすばらしいものがたくさんあるので

介していきたいし、 A本のよさも教え4ス
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ほしい．一方的な交減ではなく、お互い

にとってlffli（直のある関係を日本人と築さ

たいJ.オウラさんは静かに、強く訴え

る．

参加する機会が平等な社会をめざして

阪神大誤災で被災した外国人に生活li'i
員の提供や荏話柑談などを行ってきたポ

ランティア団体「外国人地誤梢報セン

クー』が10月1日に「多文化共生セン

クーJに生まれかわり、新た1こ括動をは

始した．

情報センクーは、霰災虹後に発）とし、

全国から在住外国人や話学）JのあるIJA<

人が駆けつけ、情報が届きにくい被災地

内の外国人を対$Iiiこ.10カ国語による

ニュースレクーの発行や屯話相荻を受け

i・t1t復1H状況などを伝えたり、医釈保

悶の交渉などを行ってきた．

しかし、 一連の勁きばすぺて問題が起

こってからの対処であったことやそこに

は常に「助ける伽IJと f助けられる勲lJ

の関係があり、対等な関係ではなかった

と反省． H常の中で困籍や言栢、文化な

どの違いを認め、尊頂しあえ0＇社会を築
く必咲性を感じたことから、再スクート

となった．

「外OO人をお客さんにしていたら、お

五いを認めあう関係など、いつまでたっ

てもつくることはできない」と、同セン

クー事務局長のm付太郎さん。
センターでは、フィリピンやペルーの

外l司人コミュニティや中国灼国行の母親

たちと連携しながら、神戸や枚方、滋双

などで定期的に医版相談を行っている

が．この活動は、センターを知った外国

人から協力や要請の巾し出があったも

の．広観は外国人が、区師の手配と問診

票の作成はセンクーが、通訳はお互い何

人ずつ集められるかなど、 t釈儲や運営は

7
 -‘,., -；； 

1多文化共生センター』で外国人向けのニュー

スレクーを作成するポランティアたち

得意分野を生かして分担しあう．

センクーでは、できるだけ要望に応

え、多くの外国人コミュニティと関係を

深めていきたいと考えているが、通訳な

どのスタッフと資金不足が悩みの穐。ま

た、コミュニティを作りたがらない外国

人やオーパーステイなどで表に現れにく

い外国人への対策も思案中だ．

田村さんは 「センクーが外国人同志を

つなぐ触媒になれたら．言葉や開度、在

留資格、儡兄．性別などにとらわれず、

に誰もが参加できる平等な社会を築いて

いきたい。容易ではないが、少しずつ前

進したいJと抱只を話る．

同じ時代を生きる仲間として

在日外国人問題が取りざたされるよう

になってから久しい。私たちは、これま

でにも在H韓国・朝鮮人の問題を経験し

ていたにもかかわらず、少数派として生

さる人たちの問題には消極的で、場当り

的な対応しかしてこなかった．彼らがこ

れまでにどれほど多くの行動を起こし、

メッセージを発信し続けてきたにもかか

わらず、気づかなかったり、行動を起こ

すことが少なかった。問題をおざなりに

してきたシワ寄せは、そのまま外国人労

働者や中国帰国者、定代難民、国際鈷苅

をした人たちなど少数派で、多様な文化

を持つ人たちに投いかぶさっているよう

に思える．

今回紹介した(£a外lエ1人の活動は、そ

れぞれが0分たちなりの方法やスクイル
で、共に生きるためのメッセージを送り

続けてくれている．

また、今秋、大阪に開烏した多言語F

M 「CO・CO・ LO」には留学生や罪

学教師などtE9士外国人がポランティアス

クッフとして参加、番組づくりに積極的

に関わっている。さらに．最近は外国人

自身が柑集するタイ語やスペイン11i、ク

ガログ話などの多言iii情州誌が兌行され

るようになってきた。こうした多言話メ

ディアに触れていくことからでも、彼ら

の国のことを知り、彼らが何に悩み、ど

のような伯骰を求めているかを知ること

ができるのではないだろうか．

これまではともすれば、支援の受け干

だった外l国人たちが、自ら行動し始めた

のだ。依らのこの思いを、今、私たちが

真なに受け11：めていかなければ、過山と

同じ過ちを繰り返してしまい、いつまで

たってもすべての人々にとって住みやす

い社会など実現できなくなる。

低見や差別、現行の法制度改正など、

在B外国人が抱える問題を紹決すること

は容易ではなく、長い時間と労力を要す

る。だからといって、そのままにしてお

くのではなく、熊関心になることなく 、

「問題意虚Jを持ち、一人ひとりがg分
のこととして積極的に受け止め、関わる

ことが、求められている．

外国人を特別視することなく、 r同じ
地岐に荘らす住民Jとして、 「同じ時代

を生きる仲間Jとして、互いの持つ文化

や生活を認めあえるように感性を豊かに

していきたい。

あなたもそばに住んでいる外国人に気

軽に声をかけることから始めてみません

かー。

（鬼木）

各団体の連絡先

■サーマランカ協会
〒560 豊中市本町1-12-19-102

ディリープ ・チャンドララールさん方

T1106-854-7434 

■ヒランガニ ・ンゴタンド
〒547 大阪市平野区平野宮町
1-6-1-503 

トーマス ・カンサさん方

T110 6 -7 9 3 -8 0 2 3 

●ネグロス教育皇親運動・宝塚会

〒665 出塚市福井町5-3

T110 7 9 7 -7 I -5 3 9 0 

■奈良マブハイ ・コミュニティ
〒631 奈良市豆中迂美ヶ(i:
1-4162-1-E 18-303 

松島カルメンシクさん方

T110 7 4 2 -4 I -2 6 4 7 

■関西生命線
〒550 大阪市西区江之子島
1-5-12-501 

伊藉みどりさん方

Tao 6-4 4 1 -9 5 9 5 

※上記以外は 関西国際交流団体協埠会

T110 6 -7 7 :l -0 2 5 6 まで、お問
い合わせ下さい
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闘西かS

市民生協がロシアに教科書1囮珊送る
• 

大阪いずみrl社出生協（本部・堺市、組
合貝28万人）が、教材不足に悩むロシ

ア・サンクトペテルプルクポ立n本語学
校に、小学佼の教科芯1800冊を贈った．

岡生協は、 1990年にサンク トペテルプ

ルク市生協と姉妹提携を結び、医杖 ・経

済面での扱助や、子どもの絵画展示会、

音楽会などの交流を続けてきた。

サIIiの日本96学校は、 18世紀に創立さ

れ、その後、革命や戦争で長く休校と

なっていたが、 1993年に再建され、ロシ

アで唯一、日本語の小中はiー只教有を

行っている。ロシアでは、日本に対する

関心が高まり、現在、 260人が学んでいる

が、教材が不足しており、昨年、同生協

に「使わなくなった教科溢を送ってほし

い」 との依頼があった。

これを受けて、糾合貝たちに協力をよ

びかけたところ、小学1~611'の5教科

分が集まったもの。教科苗は、震災被災

者を激励するコンサートのため来B中の

サ市のサマンサ合唱団が持ち帰った。同

生協では、第2作として、絵本の寄贈を

計画している．問い合わせは、同生協Tn

0722-32-5100へ。

日本にあるロシア料理店を紹介

’ 国際親苫交流センクーが発行している

ニュースレクー「ミルチェ』の95年秋号

が、ロシア料理特集を糾み、 lじl木各地の

ロシア料理店や、 If.Iソ連邦各国の食事事

情、簡れなロシア料理の紹介を行ってお

り、ロシア料理好きはぜひ、一説を 1

また、同センターでは、冬～~I.:tl}発す

るツアーロシア話研修牛．の寡集も行って

いる。問い合わせは、 T1106・944・2315へ．

(5) IN'J'EK-PEOPU Occcmbcr, 1.9.95 

京都アメリカンセンターが

来年2月閉鎖

京都の日米文化交流の拠点として9』し
まれてきた京都アメリカンセンターが、

アメリカ政府の緊縮財政政策のあおり

で、 1996年2月に閉鎖されることになっ

た．

同センクーは、 1952年に発足。アメリ

カ広報 ・文化交流局から年間約50万卜‘Nの

了悦配分を交けて活動してきたが、10年

程前から円高の影侭などで緊縮巡営を強

いられ、87年に現在のピルにテナントと

して移絋 91年には規模を9防部分のみ

に縮小した。新IHIや雑誌沼料の閲覧や

ftl学情報の提供、各種デークペースサー
ピスなどを通じ、文化交流の橋渡し役を

務めてきた．

閉鎖後は、大阪アメリカンセンターが

「関函アメリカンセンターJと改称し

て、関西地区全体を対象に活動する。

外国政府機関のの文化交流センクーが

財政嬢のために統合されるのは、京都と

大阪にあったドイツ文化センクーが1的4

年6月1こr関西ドイツ文化センターJIこ
なったのに次ぐ．

在日コリアンの就朧活動支援冊子出版

箕面市の市民グループ fみのおセッパ

ラム実行委貝会jが、在日コリアンの就

磁問題を考える冊子『イル（しごと）Jを
出版した．

rみのおセッパラムJは、朝鮮民族の
文化や歴史を知ってもらおうと、 1993年

から毎年2月に市民主導で開かれている

倍し。 トークや映画．民族採踊、料理実

習、遊びなど多様な企画で、在Hの抱え

る課題を訴えてきた．

lllt子は、同実行委口会のスタッフII人

が「若い在日コリアンが自らの進路を切

り開く時の手助けになるように、エール

を送る気持ちを込めてJ作成した。就職

活動の参考になるように、 U木の企業や

公立学校などで（伶いている(J:Bコリアン

の16人のインタビューを中心に構成.'祓

場での体験や後輩へのアドバイスなどが

話られている．駁種別の萩話や各自治（ふ

の採用実態も沿付．冊了・は2000郎（約成、

l祁700円．申し込みは、 9百紺iii人権国際
課面0727-24-6768へ．

コンニャク3？インドネシアと
葦の根貿易

「インドネシアの農村の人たちのg.v.

のために一lと、宝塚市の主婦、中川智

子さん(48歳）が無農染の位蜘糸コンニャ

クを販売する会社「トレテス商会）をつ

くった。

昨年夏にインドネシアを訪Itlした際に

出会った残貿元日木兵の石J-1:if.治さん
が、と地元でできるムカゴコンニャクの

熊農薬栽培から乾燥糸コンニャクを開発

していた。土産に持ち返えると、好評

だったことから、 「安全な食ぺ物を通し

て民寮レペルで協力関係を築きたいlと

nコミで販売を始めた。 1 袋2509• うムで

380円．小さな廂社に輸入を代行してもら

い、自宅にFAXを既いただけの会仕だ

が、今では月に約 1万袋を扱うまでに

なった。現地のコンニャク加工場では約

200人の若い労働者が働いている。

中川さんは「将来、売り上げで現地に

保育所を建てたり 、 日本で学ぶ焚学釦I~
度を設けたいJと、早くもインドネシア

への還元計画を立てている。問い合わせ

は、中川さん(fo0797-84-7846)へ．

被災ペトナム久支援の活動拠点1111設

ペトナム人をはじめとするインドシナ

煤民の受け入れと定住の支援を行ってい

る fアジア砥祉教行財団錢氏祁業木部J

が、 10月3日、臨時事務所を神戸市長1.1l

区の西神戸YMCA内に開設した．

兵庫県内には姫路市に定住（足進セン

ターがあり、 A本語指導や就織のための

研修を行っているが、ペトナム人多（主地

域である長田区で霰災の被害が大きく、

ペトナム人被災者の生活復典が大きな課

題となっていることから開設された。

同事務所は、常駐臓貝 1人を磁き、生

活や就職の相萩を受ける。来年3月末ま

での予定だが、姫路センクーが来年3月

末での閉州が決まっていることから、4

月以降の活動の継続も検討されている．

同事務所では「ペトナム人支援のポラ

ンティアと協力しながら、アフクーケア

を行っていく．関函（f（主のインドシナ出

牙者の隠点にしたい」と話している。同

＊務所T!1078-62l-9叩o.
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，Vなで楽しみませんか．氾師はポーラ・

スイさん。河内長野ガスカスタマーズ

ーム、 10時～13時、5001'］、 20人、巾込み
気河内長野市国際交流協会Tu0721-53-
... I内緑271

■38(8)クリスマス・イン家原寺 クリ
スマスとお寺の出会い l なにかが起こる

予感がする一。スリランカの踊りやパリダ

ンス、中国の民族楽器荻奏、アジアの歴台

など。一条山家原寺（堺市）、 15時～19時、

10001り。関酉ナショナルトラスト協会Ta06-
444-0587 

■38(8)「メセナフェスタ」 枚ガに女
性の自立と社会参加を促進する拠点として

rメセナひらかた」に女性フロアーが誕生
して3年になるのを記念し、女性グループ

が企画したイペントを展皿ワークショッ

プ IIIt界女性会議ミニ報告J「クイで元られ
る少女たちの文援の骰告J「デンマークの高

齢者福祉の報告J、バフォーマンス、ビデ

オ上映、展示など盛りたくさん。メセナひ

らかた、IOll//~16時30分、無料．Tu0720-
4:¥-!迅51

■3日(8)報告会「東アフリカの子どもた
ちば今J 東アフリカでは爆発的に人口が

増加、 失業者やストリートチルドレンも咽

えている。この子どもたちを救援しようと

設立された東アフリカ子供救楼センクーの

Iマ トマイニチルドレンズホームJの報
告。パネル展示、特産品パザーも。とよな

ヵ四際交流センクー、 13時JO分～1随寺、500
l:’l. 1司センクーH本ギ務局Tu06-354-
3638(14時～16時）

■4日（月）民族文化サロン「話題の地球
儀J 北アフリカ ・マグレプ（日の沈むi!!i
の米て）の地にある歴史と音楽の国チュニ

ジアについて、人々の実像を紹介する。岱

師は麟技術大学のアーリ ・チパニさん．

伊丹アイフォニックホール、19時～20時30
分、 15001り、巾込み必要，T110727-80-2I I 0 

■48（月）～98（土）同和教育慎座「いの
ち•愛・人権J 4 1] f女の表現、男の表

視ーことばのなかに無意諏の笈別が」 、請

師＝11 1村嘉己 • 閲洒大学教授◇5 日頃災
と人権一1比会的弱者が抱える都,li1話の諜
題J、宮依幸雄・神戸新聞論践糾I委日長◇
6日「育て生きる一Jd に耐えてJ、iut
一成 ・神戸王子動物園協会名：芸貝◇71'1

「就臓恋i瞳破と部料解放の展望一新しい
街づくりへの提案J 、奥田均 • 関酉外国語
大学助教授◇9日 「共に生きることの意味

ー在Hコリアンとして、応布者として生き
る」、慎英弘・龍谷大学講師。{Jt丹中央公

民伍i.1311寺30分～1511籾0分、患料．Itl込み
必要。 T110727-84-8000

■5日・128・198（火） 「地球のお母さんJ
教室 5日「わたしの出会った地球のお母

さんと女性たちJ、渇師＝フォトジャーナ

リストの大石芳野さん◇12日f肝っ土地球
舟さんJ、元JVCポランティアワーカー
の岨失さん◇19日「わたし流・地球のお母

さん探しJ、i紐師＝国際子ども1雀利セン
クーの浜田進士さんと栗本敦子さん。大阪

市立弁天町市民学習センクー、10時～12
時、2000円、中込み必咲．Tu06-577-1430

●6日（水）RINK発足4周年 ・記念譲濱
＆総会 金東勲 ・（財）アジア太平汗人権情

報センクー所長の講t仮「移住労拗者条約と
外国人の人潅J.エル大阪、 188ね0分、め0
円。すべての外国人労慟者と家族の人権を

守る関西ネットワークT!L06-910-7l03

●7日（木）お手製タイ料理を食ぺる会と忘

年会 クイ料理ピュッフェで父化理招と交

流を．大阪市立婦人会館、 18時～20時`
4000円、 60人、巾込み必涙．n本クイクラ
プT1106-765-0033

■7日（木）入管法に関する連餞研修会
r外国人の人権相談窓口Jには多くの相談
が寄せられているが、外国人の刑事事件に

は入符法による強制退去手続との関係を考

l甚した弁護が必要とされることから、 市民
を対＆に企画された。テーマ＝ r人管法と
退令手絞及び餃収容者の処遇問題J、謂師

＝弁設士の鬼束忠則氏と内海和男氏。大阪

紺位：I:•会館、 18時～20時30分、 熙料。 大阪
弁護士会人潅擁渡委貝会Ta06-3&1-1227

■7日（木）～9日（土）ロシア・東欧パザー
ル ロシア ・東欧の食品、お酒、アクセサ

リー、民芸品、COなどの販売会．現代ロ
シア社会鼠刺マンガ／貶も同時開催。日本

ューラシア協会大l和仔文部連合会、10時～
19時。Tu06-763知 7

■88（金）フォーラム「チョゴリときもの
～在日韓国・朝鮮人の誇りと将来J r民
族教斉から生まれた仕日の心」をテーマ

に、在B帷llil・朝釘．人としての文化、教
行、誇りなどを日本社会に向けてアビール

し、これからの世代の将来について考え

る．京都市国際交流会館、 14時～16時、熙
料、 70人。 Tn075-752-351I 

■88（金）女性問題地域フォーラム 「こと
しは50年、殿後そして女性参政権獲得か
ら」 11'護士の若松閲子さんの I戦後50
年 1女性のあゆみJと、西知子さんの f堺
大空襲1こよる戦災体験Jの話し。堺市役所

南支所、 I4時～1ゆふ患料。堺巾女性政策
布 ,,0722-28-7108

■88（金）～98（土）ポランティア・コー
ディネーター揖座 ボランティア沿動を広

く市民運動としてとらえ、沿動距世にかか

わるコーディネーターの役別を整理し、技

術の向上をめざす。対＆＝ポランティア ・

コーディネーターや福祉施設のボランティ

ア受け入れ氾当者、市民活動団体の駁且、

企突社会貢献祖当者など． 8日＝シンポジ
ウム「th民活動とは何か」、パネリストほ
播（g靖夫 ・たんぼぽの家理事長、田代正
笑 ・経済団9柘述合会IJ:会R献部課長、小尾
隆ー・大阪府福仕政策課主査◇講義と演

習 「市民活動のコーディネートとはJ、講
師は筒井のり子 ・型和尽鴻J教授。懇親

会． 1()fl年～21時。 9R＝技術「助成金叩，1
のコツJ「その気にさせるJ「氾勃希望者への

接し方Jf真のニーズをつかめJの4沿底

9時15分～12時30分。大飯市立IJ:会福祉研
修センター、 5000円、 50人、申込み必咲．
大阪ボランティア協会「1106-357-5741

市民とNGOの「防災」国際フォーラム

神戸で12月8日～1D日に開催

阪神・淡路大震災から 1年が経過する

のを前に、被災者と救援活動に参加した

人たちが集い、 fあのとき」のさまざま

な思いと行動を振り返り、くらしの再達

を実現するため、「いま」を兄すえてf明

日）につなげようと、 r防災口際フォーラ
ム）が12月8日～10日、神戸国探会議場

などで開催される。

フォーラムは、震災後、より大きな困

難に見舞われている被災者を力づけると

ともに、被災者と被災地のさまざまな課

題99決への取り組み、多様な文化をもつ

外国人との共生、神戸の経験を浩外の災

杏復興に役立てる世昇プログラムヘと高

めること等をgo()として開催される。

プログラムは、8日＝パネルディス

カッション「なぜ、このフォーラムを開

催するのか」。パネリストは高村励• 生

活共同組合コープこうぺ名誉理亭長、芹

m健太郎・神戸大学同際協力碩究科長、
革地賢一 ・阪神大震災地元NGO救援連

絡会議代表他。 18時30分～20時30分。◇

9日＝r子どもJ「外国人』「9胄母J「ポラン
ティアJr女性Jr癒しJ「まちづくりJ「覆iliiJ

の9つのフォーラムを開き、それぞれの

体激を話り合い、今後に向けて話し合

う。 10時～18時。◇10日＝全体会議と提

百採択。会期中、団体・グループによる

発表会や展示、VTRなどの開催、語り

部コーナー、市内バス見学もある。慧

料．

間い合わせは、阪神大震災地元NGO

救扱連絡会議T11078・362・5956へ。
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